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-1：そもそも

• 昨年度の研究集会（右上）での私の問題提起

• 「本当に教科書会社の善意に頼っている現状でよい
のか？」

• 「むしろ，市場原理にまかせるべきでは？」

に対して，会場からお叱りをいただく．

• それへの回答として本編を考えた．



２つの問い

• 「市場原理」ではいけないのか？

• 「効率追求」だけでよいのか？



０．問題意識：

• 「善きもの」「役立つもの」を伝えるだけが教育か？

• 「善きもの」はそれだけで，支持されるのか？

• 「役立つ」ものだけを教えていていいのか？

• 自分たちの中だけでの議論

　　⇒自己集団のみへのリスペクトと幻想

　　⇒2014年W杯サッカー日本代表の惨敗！

⇒「マーケティング」の必要性！



地学教育に関する市場調査の例：
EOSの記事（ Eos,Vol. 83, No. 12,19 March 2002 ）：
地球科学に対する高校生のイメージ（オランダの調査）
by ユトレヒト大学地球科学部



• Nerd！



記事の概要

• 進路を生活が保証されるかどうかで選ぶ学生と，
夢や興味を与えようとする教員

• 地球科学のイメージは一言 Nerd！

• 地球科学に学生を呼び寄せようとすれば，これま
での考え方を根本的に変えないといけないという
結論．

• 進路と職業への道を詳しく説明するようになって
10%学生の志願が増えた．



１．市場調査

• このネガティブなイメージをどうするのか？

　①　いや違うと言い張る

　②　nerdで何が悪いと開きなおる．

　③　nerdな学生をターゲットにする（畠山戦略！）．

　　⇒「AKB48」を売り込んだ秋元康の戦略？

　④　無視する．

• 日本でも同様の市場調査が必要なのではないか？



進路を選ぶのは？（文系高３生，約35
名，2010年度？筆者の担当「地学Ⅱ」）



主　張
• 地学教育は大事だと，時代や環境にかかわらず訴え

続けることは誤りではないが，本当にそれだけで良い
のか？

• 提供者側とユーザーの間の齟齬

• 　⇒「市場原理」に基づいた淘汰が「教科」「科目」
にも起こることは，おそらく避けがたいという問題意識

• 　⇒「べき乗則」＋「予算・人口の縮小」を認めれば
地学の復権はもうおそらくない．

　　⇒“覚悟”の必要性



開発者とユーザーの齟齬の例（なぜデ
ジカメはiPhoneに駆逐されるのか？）

ISO-12800の設定！



出典は国勢調査など（wikipedia）

ここで，都市人口のべき乗則の確認
（勝ち続ける都市と負け続ける都市）

1950，1970，1990，2000，2010！の人口推移



都市人口のZipfの法則



http://www.tokyo-23city.or.jp/
research/chousakai1/document/2-S3.pdf
　
より

東京と大阪の差：
大学生の数の差
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http://www.tokyo-23city.or.jp/research/chousakai1/document/2-S3.pdf
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ここではっきりしているのは

• 魅力のない都市は廃れる．

• 若者が集まらない都市は廃れる．

• 女性の輝かない都市は廃れる．

• イベント誘致に失敗した都市は廃れる．

• 闘い方の間違った都市は廃れる．

• １番でない都市は廃れる．

「こんな死んだ町には未来なんかないのよ」-----
『廢市』/福永武彦　より



GeoSciEdV, Bayreuth,2006年でのスライド

絶えざる他教科との
Competition！



想定される批判！
• 教育と企業とは同じではない！

• 教育を市場原理にまかせるとは何事か！

• 似た論争：「勝間和代VS.香山リカ論争」

　⇒K-K論争（2010）

• 努力しないものは救われないか？

• 「努力，頑張り派」の勝間 VS.

　　　　　　　　「頑張らなくてもいい派」の香山
　　　http://ameblo.jp/teleradiology/entry-11916107380.html　のまとめより．

• 一般人ではなく，「地学教育コミュニティ」の

　覚悟を問いたい！

http://ameblo.jp/teleradiology/entry-11916107380.html


若者が魅力を感じない「科目は」？
• 古生物が進化の過程で淘汰を繰り返してきた歴史を振

り返れば-----．

•  伝統芸能と芸術のありようを振り返れば----．

• 「文楽」のように，補助金をもらって細々と伝統芸能とし
ての地位を甘んじる．

• 「日展の書道」のように，その世界でしか通用しない「タ
コつぼ権威」を作ってそこに留まる．

⇒つまり施策や厚意に守ってもらうか，自己満足の砦を気
付くか．

いずれにせよ先時代の遺物でしかなくなる．



誤解！効率や必要性だけが，売れ
るものの原因ではない！

• 　「村上春樹」の小説にいったいどれだけの
効率や必要性があるのか？

• 「善きもの」でも，「役立つもの」でもない．

• にもかかわらず売れるのはなぜか？つまり売
れる価値とは何か？

私はそこに「共感できる物語」としての価値を
認める．
地球科学の価値とは一つはこの「物語性」で
はないのか？



なぜ秋元康はAKB48をブームに載せたか？

• 地球科学にとっての営業上のメリットは？

• 意外性

• 物語性

• 論争

• 多様性

• 想定外

• Nerd！

• 素人の発想

• 途方もない時間空間etc.
地球科学で飯が食えるのか？



生徒の最近の傾向（以下2012年神戸大学惑星科学

センターにおける筆者の講演「地学教育雑感2012」より一部引用）

• 近年目立つもの（印象，データなし）

　　塾（予備校）に通う生徒の増加

　　行事の中心を担う生徒の減少

　　クラブに参加する生徒はあまり変わらない
．

• 　AO＆推薦入試を選択する生徒の増加

• 　行事もクラブも推薦対策？

⇒決まった「乗り物」には乗るが，無駄やリスク
を避ける傾向が強まる



生徒の考え　vs.　私の考え

There are two paths you can go by,  but 
in the long run. 　
–-“Stairway to heaven” by Led Zeppelin



底にあるもの：

• サービス業としての「学校の＜消費産業＞化」：

• 「金を払っている：等価としてのサービスを要求」

　⇒楽しい＆わかりやすい授業を提供すべし

　→金を払っているのにしんどいことを強いるのか！

　⇒できるだけ楽をして目的（大学受験，自分の生活
基盤形成）を果たしたい．

　⇒（親の側からは）投下資本の効率回収（「教育を
経済学で考える」　小塩隆士，2003）



最適解幻想
• 強い非線形システムでも，おそらく「最適解」は存在するが，そ

れをあらかじめ「予測」することはできない

　　⇒これが最近の私の考え．

     （例）サッカー日本代表の本田が相手ボールをカット，前を向
いてドリブルに入る．左サイドを香川が，右に清武が駆け上が
る．前で柿谷が相手DFと駆け引きをしているのが見える．

　　本田の選択肢：

①　自分であくまでドリブル突破をはかる

②　ワントップの柿谷にくさびのパスをあてる．．

③　左の香川にパスを流す．

④　右の清武にパスを流す．

⑤　後ろの山口に一旦戻す．etc.



ファイナル・ディシジョン

• この選択を本田はおそらく，コンマ何秒のオー
ダーで意思決定する．

　　結果として，あとでどれが「最適解」であっ
たかは分析が可能．しかし後付けのみ．

　※予測が不可能なら，何もしなくていいいと
はならない．W杯で優勝するために

　　

日本代表は必死で練習している！



勉強とは？
• 無駄のすすめ．

• 一見無駄にみえる試行や過程が実は，理解や創造性を
鍛えるのにとても役立っている．⇒別に「脳科学」に頼ら
なくても自分の記憶や経験をたどればいくらでも出てく
る．

• 人間が進化の過程で獲得した97%を占めるJUNK 
DNA！

• それでも塾通いをやめない生徒に，

例：「砂山モデル」（Bak,et.al.，1987）





“Samurai in 16th cent.”: more harsh fate for me!

Brave samurai in 16th century named 
“Shikanosuke Yamanaka” said:

願はくは、我に七難八苦を与え給へ

“Give me 7 defects and 8 agonies!”

The ancient Japanese were so 
patient and stoic !! -----

（GeoSciEd6,Johannesburg,
2010での筆者発表）



In 21st Century, the stoic spirit still remains--.

Marathon pilgrimage called 
“Sennichi-Kaiho-Gyo” 
which is an extreme harsh 
work for a thousand days 
where a trainee priest, 
running in deep forests 
everyday carrying a knife 
for suicide. Finally he prays 
in a temple with no sleep, 
food or drink for almost 
nine days. His holy spirit is 
dedicated for Buddha only. 



よくある誤解（2002年地震学会秋季大会発表より）

• 個性化・多様化はよいことか？　＜強制の必然＞

• 楽しい理科は本当か？　　＜funからinterestへ＞

• やればできるか？　＜能力と学力をめぐる神話＞

• クラスの団結？　　　　　　　＜団結から協同へ＞

• 教えすぎ（親切）はよいことか？　＜ストイックに＞

• いつまでも＜啓蒙＞という姿勢でいいのか？

• それほど＜消費者＞（生徒）は馬鹿なのか？





新しい方法論
• 「伽藍」から「バザール」へ（E.S.Raymond,1999，橘，2010）：中央制御（権威）

からTCP/IP（出入り自由）へ．

• 正当なピュアレビューシステムとしての「市場」

• 1990年代から唯一日本で成功したシステム

　　　　　　　　　　（2002年地震学会秋季大会，筆者発表より）

　　Ｊ-league　　　Linux Community

　　　世界基準，公開原則，ボランティアベース，

　　　ブームの活用，実力主義

• Web2.0：ロングテイル（クリス・アンダーソン，2005）

• Skype，反転授業などの新しい窓

　

Web2.0と教育（ロングテイルの効用）



結　論
• 時代は変わっている！

• マーケティングの努力（市場から学ぶ）

• データを元に考える（教育の科学化）

（昨日の議論で出たサンプルを集めること！）

• 地球科学の立ち位置の再確認（W杯の失敗！）

• 評価法の「評価」（数値化と限界）

⇒非線形の特性をどうみるか

• 市場経済（グローバル化）と教育

⇒いかに市場で生き残る＜教育＞を編み出すか



参考文献ほか
• ぼくたちはもう，あの懐かしい三丁目の夕日（昭和30年代的安
心社会）をみることはない．世界はよりフラット化し，人間関係は
ますます希薄になり，政治空間は貨幣によって浸食されていく．
この巨大な潮流は，誰にも止められない．　

　『残酷な世界で生き延びるたった一つの方法』橘玲／幻冬舎

• 本研究には，科研費基盤(C)No.25350200の補助をいただい
ています．
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